
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

星巡 ルイ

エンジェルハィロゥ
ハヌマーン
オルクス

UGNエージェントB

永遠の18歳☆

渇望

双子

加虐

古強者

保育園園長

…ふふっ

41

幼子

1
4
2
1

0
1
0
0

0
0
0
0

1
5
2
1

24
24
24
29
58

11 1
1 5

UGN 2

ボルトアクションライフル
すぴぃど☆すたぁ
すたぁ☆だすと

まるち☆ばぁすと

射撃
　　
　　
射撃

5r+11
0
0

5r+11

- 8
+54

8

マイナー使用で達成値+5。同エンゲージ不可
100↑《戦いの予感》《スピードスター》

《光の衣》《光芒の疾走》
99↓《形なき剣》《要の陣形》

0 0

神速の担い手（スピードスター）
星巡 レイ

ウィリアム・U・ジェンキンソン
ジャア・オユガデル

タイガーアイ
シンガプーラ
ヴィクター

親近感
慈愛
信頼

連帯感
庇護
執着

嫉妬
不安

不信感
猜疑心
脅威

敵愾心

ウェポンケース
コネ：手配師

携帯電話
フォーマル

アクセサリー

12 0

ワーディング

リザレクト

先手必勝

スピードスター

戦いの予感

光の衣

光芒の疾走

形なき剣

要の陣形

未知なる陣形

妖精の手

七色の直感

真偽感知

★

0

4

1

2

1

1

1

2

1

2

★

★

-

1d10

-

5

2

4

1

2

3

-

4

-

2

オート

気絶時

常時

セットアップ

セットアップ

マイナー

マイナー

メジャー

メジャー

常時

オート

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

至近

至近

武器

-

至近

視界

視界

視界

シーン

自身

自身

自身

自身

自身

自身

-

3体

自身

単体

単体

単体

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

白兵,射撃

シンドローム

自動

自動

自動

自動

-

↓100

-

Dロイス

-

-

-

-

-

リミット

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

行動値+[LV*3]。侵蝕+4%

ラウンド中、次の攻撃力+[行動値]。リアクション不可。シーン1回

1ラウンド目のみ使用可。ラウンド中行動値+[LV*10]。シナリオ1回

メジャーに対するリアクションC値+1。シナリオLV回

戦闘移動。離脱、エンゲージ接触無視。シーンLV回

ドッジダイス-LV個

対象を3体に変更。LV回

《要の陣形》の対象を5体に変更。侵蝕+5%

判定ダイスをひとつ10にする。LV回

対象の感情等を読み取る

嘘をついているか分かる

幼いUGNチルドレンが通う保育園の園長をしているイケメンオカマ（オネエ？）
陽気で場の雰囲気をわざとふざけて明るくさせるような性格をしているが、頭の中ではいつでも冷静に状況を判断している
元々人の感情、嘘を見通す能力に長けていたが、オーヴァードに覚醒してから更に正確さが上がり人の心を読めるのでは？と言われる程である
博愛主義者的な考えを持っており、性別年齢種族を問わず様々な生き物を愛している。子供は愛らしく特に好きである為、保育園で働いている
戦闘スタイルは狙撃銃での先手必勝。不意打ちで遠距離狙撃を行い初弾で敵を倒すのが得意

「アタシは星巡ルイよ。仲良くしてくれると嬉しいわねぇ～、公私含めて、ねっ♡」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

《オーヴァードに覚醒した経緯》――某日、某所にて

それは眩い日差しが街を照らす、ある夏の日だった。
汗ばみ火照った体を心地よい凉風が撫でつけ、清々しい気持ちを抱かせる。そんないつも通りの日常。
「今日は風が気持ちいいわねぇ…」
彼――いや、彼女と言うべきか？――は休日を満喫するため、街でウィンドウショッピングをしている真っ最中だった。
そんな時、まるで体を電に打たれたような衝撃を味わう。その視線の先には、彼好みのイケメンの姿。それを認識したときにはもう、身体は動き出していた。
「あらっ…♡すごく、イイオトコじゃないの！……ねぇ、そこのお兄さん。アタシとお茶でもどうかしら？あなたのコトを見て、ひと目でビビッときたのよ！」
「…えっ？俺、ですか？いや～、その、ちょっと用事があって……」
困惑した様子で振り返り、答える彼。それもそうだろう。急に、それも他人にこのようなことを言われればこうなるのは当然だ。
しかし、生まれて初めて衝撃を受けるほどの一目惚れをしたルイはその様子に気づかず、どんどん詰め寄っていってしまう。
「あら、そうなの～。残念ねぇ……じゃあまた今度はどうかしら？よかったら連絡先も教えて欲しいわっ」
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